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書評

見山　博　（著）
「暗闇の生きもの摩訶ふしぎ図鑑
—知られざる洞窟生物の世界—」

保育社
2011年 7月 11日発行 119 pp.　1,800円

著者の見山博さんは，私と同じ愛媛大学の昆虫
学研究室出身で，学術探検部の後輩でもある．当
初彼は漫画家を志したが，絵で「飯」を食うなど
至難の時代である．彼の懐具合は体形に現れ，めっ
たに太くなることはなかった．しかし，今では奥
本大三郎さんとのコンビで「ファーブル昆虫記」
の挿し絵を担当する「昆虫画家」としてその名を
知られる．もちろん今は太い．

さて本題に戻ろう．この本は，保育社の「生き
もの摩訶ふしぎ図鑑」シリーズの一冊で，見山さ
んの前著「昆虫摩訶ふしぎ図鑑」の続編でもある．
写真技術が飛躍的に進歩した近年，図鑑と言えば
ほとんどが写真集の感があるが，本書はすべて見
山画伯の自筆になる彩色画である．本来が虫屋で
あるから，絵の正確さは比類を見ない．そして漫
画家志望の面目躍如，著者自身が「ホラグマ先生」
として登場し，蘊蓄を傾けるし，洞窟探検の極意
も伝授する．

第 1 章（ようこそ，暗闇の世界へ）では地下生
物の起源や進化，学問としての洞窟学などの解
説から始まる．第 2 章（これが暗闇の生き物た

ち だ！） で は，
様々な節足動物
から魚類，貝類
まで，代表的な
洞窟生物につい
て，発見のエピ
ソードなどを交
えながら紹介し
て ゆ く． コ ラ
ム（わからない
ことがいっぱい
だ）では，近年
の研究成果に基
づいた未解明の
問題にも言及す
る．コーナー（ホラグマ先生のホラアナ講座）は，
著者自身の洞窟探検の経験に基づいた考えや技術
の紹介，エピソードなどが語られている．

これは，いわば見山さんのライフワークとして
の洞窟生物学，なかんずくチビゴミムシ探索の集
大成でもある．にもかかわらず，小学生が読んで
も十分に理解出来るように平易な文章で書かれ，
しかも虫屋が読んでも十二分に面白い．ページ毎
にまとまっているのでどこから読んでも楽しめ
る．価格も手頃で，書棚に並べる一冊として是非
ご一読をお勧めする．

（三浦市　大林延夫）


